
●日勤８時～16時半なのに後ろが22時になっていることがある。
大問題だと思うが、人員が不足しているので改善されない。委
員会業務も多忙。夜勤回数は９回になっても問題視されない。
人員が少なく〝働け、働け〟とモノ扱いされているような気持
ちになる。外来は土日に当直が入り（勤務表的には休みになっ
ているが）２週間ぶっ通しで働いている。現場のナースは正義
感で仕事をしています。

●新人スタッフの業務遂行が遅いのは仕方ないことなのに、〝これ終
わった？〟〝すぐ言うたやろ〟と圧力をかけてしまい、思うように仕
事が進まない。何か聞きたくても、先輩スタッフが怖くて聞きに
くい環境にある。人員不足により病棟により負担が違いすぎる。
夜勤回数が10回とかになっても翌日に調整できない。

●看護加算（減算予防）に関わる業務が多く、ベッドサイドに行
く時間が少なく、ベッドサイドに行こうとすることが新人では
ことさら少なくなっているように思います。「どう接していい
のか分からない」と。何のための委員会活動なのか？遅くまで
委員会のまとめをしたりしています。経営のため？患者さんに
は返っていない気がします。医師不足のため、医師の補助をす
ることが多く、何をするのか、看護なのか分からなくなります。

●夜勤の際、看護師一人で20人の患者を診るのは無理です。重
症患者、認知症、術後の患者がいて、一人で看れるわけがあり
ません。いつ事故が起きてもおかしくないです。定時で終わっ
たことがなく、２～４時間残業です。人を増やせないのなら業
務を簡略化して欲しい。この業務無駄だな、なんのための業務、
これって患者さんのためになるの？というものが多いです。労
基署が立ち入り検査してくれないかと願っています。こんなき
つい労働環境だから職員も定着しないんだと思います。もう辞
めることを決めています。わざわざここじゃなくても働くとこ
はありますから。看護学生、これから転職しようという人に勧
められないです。働く人を大事にしない組織はゆくゆく衰退し
ていくのではないでしょうか。職員に優しくない病院は患者に
も優しくない病院です。

看護黒書から

　
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
す
る
看
護

師
は
じ
め
医
療
従
事
者
の
グ
ロ

ー
バ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
」
が
11
月

17
日
、
国
会
前
で
行
わ
れ
、
約

３
０
０
人
の
看
護

師
・
医
療
従
事
者

ら
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　

こ
の
行
動
は
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
す

る
全
米
看
護
師
連

合
（N

ational 
N
urses U

nited

）

が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
12

カ
国
の
看
護
・
医

療
労
働
組
合
へ
呼

び
か
け
た
も
の
で
、

全
米
看
護
師
連
合
、

カ
ナ
ダ
看
護
師
連

盟
、
ケ
ベ
ッ
ク
医

療
労
働
者
連
盟
、

メ
キ
シ
コ
看
護
師

全
国
会
議
、
ペ
ル

ー
保
健
省
看
護
師
連
盟
、
チ
リ

全
国
看
護
師
連
合
会
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
看
護
師
助
産
師
連
合
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
看
護
協
会
、

日
本
医
労
連
が
「
共
同
宣
言
」

に
賛
同
し
て
い
ま
す
。

　
「
共
同
宣
言
」
で
は
、「
Ｔ
Ｐ

Ｐ
が
公
衆
衛
生
や
労
働
基
準
、

消
費
者
の
安
全
に
危
害
を
与
え
、

貧
困
問
題
を
加
速
さ
せ
、
環
境

破
壊
や
気
候
変
動
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
、
さ
ら
に
私
た
ち
の
社

会
や
経
済
に
お
け
る
企
業
支
配

を
確
立
さ
せ
て
し
ま
う
懸
念
を

抱
い
て
」
い
る
と
し
て
、「
高

薬
価
」
や
「
食
の
安
全
」「
環

境
破
壊
」「
国
家
主
権
や
民
主

的
権
利
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
」
な
ど

の
理
由
に
よ
り
、
各
国
政
府
に

Ｔ
Ｐ
Ｐ
批
准
を
や
め
る
よ
う
に

訴
え
て
い
ま
す
。

世
界
の
看
護
師・医
療
労
働
者
が
総
決
起
！

世
界
の
看
護
師・医
療
労
働
者
が
総
決
起
！

世
界
の
看
護
師・医
療
労
働
者
が
総
決
起
！

Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン

Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン

Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン

　
サ
ウ
ン
ド
デ
モ
に
反
響

　
「
10
・
20
国
民
集
会
」
で
は
、

藤
田
孝
典
さ
ん
（「
下
流
老
人
」

著
者
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
ほ
っ
と
プ
ラ
ス

代
表
理
事
）
が
激
励
の
あ
い
さ

つ
に
駆
け
つ
け
、
自
身
が
取
り

組
む
貧
困
者
の
支
援
活
動
に
触

れ
、「
貧
困
で
苦
し
む
人
た
ち
は
、

声
が
上
げ
に
く
い
状
態
に
あ
る
。

ッ
プ
調
で
訴
え
ま
し
た
。

　
（※

「
正
義
」
や
「
公
正
」
を

意
味
す
る
ラ
テ
ン
語
で
、
格
差

と
貧
困
が
拡
大
し
、
不
公
正
が

ま
か
り
通
る
日
本
に
対
し
て

「
社
会
的
正
義
」
の
実
現
を
求

め
る
若
者
た
ち
の
集
団
。
最
低

賃
金
１
５
０
０
円
以
上
の
実
現

や
中
小
企
業
に
税
金
を
回
す
こ

と
な
ど
を
要
求
し
て
い
ま
す
）

　

全
厚
労
は
、
13
県
１
０
７
名

が
参
加
。
国
民
集
会
に
先
立
ち
、

日
比
谷
図
書
文
化
館
ホ
ー
ル
に

て
、「
16
秋
闘
総
決
起
集
会
」

を
開
催
し
、
中
央
社
会
保
障
推

進
協
議
会
の
山
口
一
秀
さ
ん
を

講
師
に
「
２
０
１
７
年
、医
療
・

介
護
の
大
改
悪
が
や
っ
て
く

る
」
と
題
し
た
学
習
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

　

11
月
８
日
に
は
日
本
医
労
連

の
国
会
議
員
要
請
行
動
が
行
わ

れ
、
全
厚
労
も
各
県
か
ら
参
加

し
ま
し
た
。
２
〜
３
人
ず
つ
組

を
作
っ
て
10
数
名
の
議
員
事
務

所
へ
要
請
、
参
議
院
の
比
例
選

出
議
員
を
回
っ
た
全
厚
労
の
組

で
は
、
全
て
が
秘
書
対
応
だ
っ

た
も
の
の
、
ど
こ
で
も
10
分
近

く
話
し
が
出
来
ま
し
た
。
特
に

今
回
は
、
電
通
の
過
労
自
死
事

件
な
ど
が
社
会
的
問
題
に
な
っ

て
い
る
他
、「
看
護
黒
書
」
の

一
部
や
「
夜
勤
実
態
調
査
」
の

結
果
な
ど
を
持
っ
て
説
明
す
る

現
場
を
知
る
人
た
ち
が
、
彼
ら

を
代
弁
し
て
声
を
上
げ
る
こ
と

が
大
事
」「
声
を
上
げ
続
け
る

こ
と
で
、
政
治
や
暮
ら
し
が
変

わ
っ
て
い
く
。
運
動
は
継
続
す

る
こ
と
が
大
切
」
だ
と
訴
え
ま

し
た
。

　

ま
た
今
回
の
銀
座
パ
レ
ー
ド

で
は
、「
エ
キ
タ
ス
（※

）」
の

協
力
も
得
て
、
先
頭
は
、「
サ

ウ
ン
ド
デ
モ
」、
青
年
中
心
に
ラ

中
で
、「
１
回
の
労
働
時
間
や

イ
ン
タ
ー
バ
ル
の
規
制
」
が
必

要
な
こ
と
や
「
夜
勤
交
替
制
労

働
者
の
労
働
時
間
短
縮
」
が
、

共
通
認
識
へ
と
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
が
実
感
で
き
ま
し
た
。

一
日
の
行
動
で
29
名
の
紹
介
議

員
と
２
名
の
賛
同
議
員
が
得
ら

れ
ま
し
た
。

　

特
に
こ
の
間
、
反
応
の
鈍
か

っ
た
自
民
・
公
明
の
与
党
議
員

で
も
、
反
応
が
良
く
な
り
、「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
問
題
」
で
も
衆
議
院
の
強

行
採
決
に
つ
い
て
「
問
題
が
あ

る
と
感
じ
る
」「
評
判
が
良
く

な
い
」
と
の
対
応
で
、
こ
ち
ら

か
ら
は
「
参
議
院
で
の
徹
底
審

議
」「
慎
重
な
対
応
」
を
求
め

ま
し
た
。

一日
で
29
名
の
紹
介
議
員

特製横断幕を先頭に銀座へパレード

世界８カ国９組織の看護・医療労組がTPP反対で立ち上がる

10・20
国
民
集
会
か
ら
11・８
〜
９
国
会
行
動
へ

16秋闘

声
を
上
げ
て
、政
治
を
変
え
よ
う
！

声
を
上
げ
て
、政
治
を
変
え
よ
う
！

　
10
月
20
日
、「
憲
法
・
い
の
ち
・
社
会
保
障
ま
も
る
10
・
20
国
民

集
会
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）が
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
開
催
さ
れ
、

全
国
各
地
か
ら
３
千
人
以
上
の
医
療
従
事
者
や
地
域
住
民
が
参
加

し
ま
し
た
。
ま
た
11
月
８
〜
９
日
に
は
16
秋
闘
・
日
本
医
労
連
中

央
行
動
が
行
わ
れ
、
６
０
０
名
に
上
る
国
会
議
員
へ
の
要
請
行
動

や
国
会
前
で
の
「
介
護
ア
ク
シ
ョ
ン
」
な
ど
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

【1面】国民集会・議員要請行動
　　　TPPグローバルアクション
【2面】K’s station in 埼玉
【3面】TPP批准、なぜ急ぐ！？

http://www.zenkouro.org/
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ら
あ
り
得
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ

が
こ
の
前
代
未
聞
の
委
員
会

開
催
、
強
行
採
決
を
自
公
政

権
は
や
っ
て
の
け
た
の
で
す
。

大
森
衆
議
院
議
長
、
佐
藤
議

事
運
営
委
員
長
が
激
怒
し
た

の
も
当
然
で
す
。

　

特
別
委
員
会
で
は
合
意
し

て
い
た
中
央
公
聴
会
す
ら
開

か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
方

公
聴
会
で
も
「
慎
重
な
審
議

を
求
め
る
」
意
見
が
多
数
を

占
め
て
い
ま
し
た
。
与
党
の

振
る
舞
い
は
、
民
主
主
義
の

軽
視
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

衆
院
採
決
か
ら
さ
か
の
ぼ

る
11
月
４
日
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
特
別

委
員
会
」
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
批
准
案

と
関
連
法
案
が
怒
号
飛
び
交

う
中
で
強
行
採
決
さ
れ
ま
し

た
。
本
来
こ
の
日
は
、
衆
議

院
本
会
議
を
開
い
て
、
温
暖

化
対
策
な
ど
を
進
め
る
「
パ

リ
協
定
」
を
批
准
す
る
予
定

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。「
衆
議

院
規
則
」
で
は
本
会
議
開
催

中
は
委
員
会
を
開
催
で
き
ま

せ
ん
（
全
議
員
が
出
席
す
る

本
会
議
中
に
委
員
会
を
開
く

こ
と
は
当
然
な
が
ら
出
来
な

い
）。
本
会
議
開
催
に
向
け

て
協
議
中
の
時
に
委
員
会
を

開
催
す
る
こ
と
も
当
然
な
が

　

与
党
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
批
准
案

が
「
自
然
成
立
」（
予
算
や
条

約
の
場
合
、
衆
議
院
で
可
決

し
て
30
日
経
過
し
て
も
参
議

院
で
採
決
さ
れ
な
い
場
合
は

衆
議
院
の
議
決
が
優
先
す

る
）
と
な
る
た
め
に
、
12
月

９
日
ま
で
の
「
会
期
延
長
」

を
狙
っ
て
い
ま
す
。
条
約
批

准
案
は
自
然
成
立
し
て
も
、

関
連
法
案
が
参
議
院
で
審
議

未
了
と
な
れ
ば
、
国
内
手
続

き
は
終
わ
っ
た
こ
と
に
は
な

り
ま
せ
ん
。「
国
会
を
延
長

さ
せ
な
い
」「
徹
底
審
議
で

問
題
点
を
あ
ぶ
り
出
す
」
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
オ
バ
マ
大

統
領
任
期
中
の
議
会
承
認
は

「
断
念
し
た
」
と
報
道
さ
れ

ま
し
た
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
行
方
は
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
就
任
以
後

に
持
ち
越
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
は
、
全
参
加

国
が
２
年
以
内
に
議
会
承
認

な
ど
の
国
内
手
続
き
を
終
え

ら
れ
な
い
場
合
、
国
内
総
生

産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
合
計
が
85

％
以
上
を
占
め
る
６
カ
国
以

上
が
合
意
す
れ
ば
、
発
効
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
国
で
は
ア
メ
リ

カ
と
日
本
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
８
割

近
く
を
占
め
て
い
る
た
め
、

両
国
と
も
批
准
し
な
け
れ
ば

発
効
で
き
ま
せ
ん
。

　

他
の
国
々
は
、
ア
メ
リ
カ

の
批
准
が
見
通
せ
な
い
中
で

早
期
批
准
を
す
る
必
要
が
な

い
た
め
、
関
連
法
ま
で
含
め

て
批
准
し
た
国
は
一
つ
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　

各
国
の
異
な
る
状
況
を
無

視
し
て
企
業
や
投
資
家
に
有

利
な
ル
ー
ル
を
押
し
つ
け
よ

う
と
す
る
交
渉
に
は
矛
盾
と

無
理
が
あ
り
、
多
く
の
国
で

国
民
の
反
対
の
声
も
強
ま
っ

て
い
ま
す
。
日
本
で
も
い
の

ち
や
暮
ら
し
、
民
主
主
義
の

観
点
か
ら
も
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
い

ら
な
い
！
」
と
声
を
上
げ
続

け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
地

元
選
出
議
員
な
ど
へ
の
働
き

か
け
も
強
め
ま
し
ょ
う
。

そうだったのか？TPP 検索 へ詳しくは

す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

再
来
年
の
Ｋ
’ｓ（
開
催
地
は

ま
だ
未
定
！
）
に
む
け
て
総

括
を
行
い
、
次
も
青
年
の
力

と
な
る
集
会
に
な
る
よ
う
邁

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
忙
し
い
勤
務
の
な
か
、

Ｋ
’ｓ
に
参
加
さ
れ
た
青
年

の
み
な
さ
ん
、
青
年
を
送
り

出
し
て
く
れ
た
職
場
の
方
々
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

埼
玉
の
青
年
を

励
ま
そ
う

　

今
年
１
月
に
埼
玉
厚
生
連

２
病
院
の
民
間
譲
渡
が
発
表

さ
れ
、
埼
玉
で
の
青
年
集
会

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、

「
埼
玉
の
青
年
を
励
ま
そ
う
」

と
青
年
委
員
会
で
企
画
・
運

営
を
行
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
埼
玉
か
ら
譲

渡
の
経
過
報
告
が
あ
り
、
譲

渡
先
と
厚
生
連
と
の
賃
金
・

労
働
条
件
の
違
い
に
、
参
加

者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

組
合
知
る

き
っ
か
け
に

　

初
日
に
行
な
っ
た
脱
出
ゲ

ー
ム
で
は
問
題
や
ヒ
ン
ト
を

頼
り
に
「
ベ
ア
」
や
「
増
員
」

を
目
指
し
、
時
に
は
青
年
委

員
扮
す
る
院
長
ら
と
交
渉
す

る
場
面
も
。
初
め
て
会
っ
た

班
員
同
士
で
も
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
発
揮
し
、
無
事
す
べ
て

の
班
が
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
組
合
が
何

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
か

分
か
り
や
す
か
っ
た
」
と
い

っ
た
声
も
多
く
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
最
終
日
は
松
尾
書
記

長
に
よ
る
組
合
の
歴
史
・
共

済
に
つ
い
て
の
学
習
講
演
と
、

「
組
合
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
〜

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
〜
」

を
テ
ー
マ
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
を
行
な
い
ま
し
た
。
発

表
は
プ
レ
ゼ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

と
し
、
青
年
の
目
線
か
ら
見

た
組
合
の
大
切
さ
、
職
場
を

良
く
し
た
い
と
い
う
熱
い
主

張
が
ポ
ス
タ
ー
や
時
に
は
歌

も
使
っ
て
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

「
Ｋ
’ｓ
で
出
会
っ
た
仲
間
と

ま
た
ど
こ
か
で
会
え
る
よ
う

に
、
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場

に
し
て
い
こ
う
」
と
い
っ
た

青
年
の
力
強
い
言
葉
が
参
加

者
の
胸
に
残
っ
た
の
で
は
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。

青
年
の
力
つ
な
げ
て

　

Ｋ
’ｓ
埼
玉
で
は
議
論
を

重
ね
、
夜
祭
や
脱
出
ゲ
ー
ム

な
ど
新
た
な
試
み
に
挑
戦
し
、

青
年
委
員
会
も
ひ
と
つ
成
長

　
安
倍
政
権
は
、
11
月
10
日
、
衆
議
院
本
会
議
で
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
承
認
案
」
と
関
連
法
案
を
民
進
党
な

ど
が
欠
席
、共
産
党
が
反
対
す
る
中
で
、採
決
を
強
行
し
ま
し
た
。前
日
に
は
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
で
、

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
の
離
脱
」
を
掲
げ
る
ト
ラ
ン
プ
勝
利
が
確
定
す
る
と
い
う
状
況
の
中
で
、
日
本
が
な

ぜ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
推
進
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
の
か
、
多
く
の
疑
問
や
反
対
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

国
民
の
不
安
に
応
え
ず
、誰
の
た
め
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
の
か

Ｔ
Ｐ
Ｐ
批
准
、な
ぜ
急
ぐ
？

Ｔ
Ｐ
Ｐ
批
准
、な
ぜ
急
ぐ
？

ル
ー
ル
無
視
し
た
強
行
採
決

批
准
ス
ト
ッ
プ
で
き
る
の
？

　10月21日～23日、埼玉・新都心
で青年集会「K’s station in埼玉」を
15県76名で開催しました。
　Ｋ’ｓ埼玉では青年同士の交流を
深めるなかにも、平和学習や、働き
方・労働組合について学べるクイズ
やゲームを取り入れました。

K’s station in埼玉

埼玉の青年から譲渡の経過報告

川越・喜多院にて、みんなでピース

寒さを吹き飛ばす楽しさ！ラフティング

お昼はバーベキューでわいわい

本音で語ったグループワーク発表

脱出ゲームの課題で署名要請中！

埼玉平和資料館の見学

夜祭、練習した成果が
光るダンス 汗と笑顔がキラリ☆夜祭後

「続　そうだったのか？ TPP24の疑問」より

学び・遊び・行動する学び・遊び・行動する
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ら
あ
り
得
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ

が
こ
の
前
代
未
聞
の
委
員
会

開
催
、
強
行
採
決
を
自
公
政

権
は
や
っ
て
の
け
た
の
で
す
。

大
森
衆
議
院
議
長
、
佐
藤
議

事
運
営
委
員
長
が
激
怒
し
た

の
も
当
然
で
す
。

　

特
別
委
員
会
で
は
合
意
し

て
い
た
中
央
公
聴
会
す
ら
開

か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
方

公
聴
会
で
も
「
慎
重
な
審
議

を
求
め
る
」
意
見
が
多
数
を

占
め
て
い
ま
し
た
。
与
党
の

振
る
舞
い
は
、
民
主
主
義
の

軽
視
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

衆
院
採
決
か
ら
さ
か
の
ぼ

る
11
月
４
日
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
特
別

委
員
会
」
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
批
准
案

と
関
連
法
案
が
怒
号
飛
び
交

う
中
で
強
行
採
決
さ
れ
ま
し

た
。
本
来
こ
の
日
は
、
衆
議

院
本
会
議
を
開
い
て
、
温
暖

化
対
策
な
ど
を
進
め
る
「
パ

リ
協
定
」
を
批
准
す
る
予
定

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。「
衆
議

院
規
則
」
で
は
本
会
議
開
催

中
は
委
員
会
を
開
催
で
き
ま

せ
ん
（
全
議
員
が
出
席
す
る

本
会
議
中
に
委
員
会
を
開
く

こ
と
は
当
然
な
が
ら
出
来
な

い
）。
本
会
議
開
催
に
向
け

て
協
議
中
の
時
に
委
員
会
を

開
催
す
る
こ
と
も
当
然
な
が

　

与
党
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
批
准
案

が
「
自
然
成
立
」（
予
算
や
条

約
の
場
合
、
衆
議
院
で
可
決

し
て
30
日
経
過
し
て
も
参
議

院
で
採
決
さ
れ
な
い
場
合
は

衆
議
院
の
議
決
が
優
先
す

る
）
と
な
る
た
め
に
、
12
月

９
日
ま
で
の
「
会
期
延
長
」

を
狙
っ
て
い
ま
す
。
条
約
批

准
案
は
自
然
成
立
し
て
も
、

関
連
法
案
が
参
議
院
で
審
議

未
了
と
な
れ
ば
、
国
内
手
続

き
は
終
わ
っ
た
こ
と
に
は
な

り
ま
せ
ん
。「
国
会
を
延
長

さ
せ
な
い
」「
徹
底
審
議
で

問
題
点
を
あ
ぶ
り
出
す
」
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
オ
バ
マ
大

統
領
任
期
中
の
議
会
承
認
は

「
断
念
し
た
」
と
報
道
さ
れ

ま
し
た
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
行
方
は
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
就
任
以
後

に
持
ち
越
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
は
、
全
参
加

国
が
２
年
以
内
に
議
会
承
認

な
ど
の
国
内
手
続
き
を
終
え

ら
れ
な
い
場
合
、
国
内
総
生

産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
合
計
が
85

％
以
上
を
占
め
る
６
カ
国
以

上
が
合
意
す
れ
ば
、
発
効
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
国
で
は
ア
メ
リ

カ
と
日
本
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
８
割

近
く
を
占
め
て
い
る
た
め
、

両
国
と
も
批
准
し
な
け
れ
ば

発
効
で
き
ま
せ
ん
。

　

他
の
国
々
は
、
ア
メ
リ
カ

の
批
准
が
見
通
せ
な
い
中
で

早
期
批
准
を
す
る
必
要
が
な

い
た
め
、
関
連
法
ま
で
含
め

て
批
准
し
た
国
は
一
つ
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　

各
国
の
異
な
る
状
況
を
無

視
し
て
企
業
や
投
資
家
に
有

利
な
ル
ー
ル
を
押
し
つ
け
よ

う
と
す
る
交
渉
に
は
矛
盾
と

無
理
が
あ
り
、
多
く
の
国
で

国
民
の
反
対
の
声
も
強
ま
っ

て
い
ま
す
。
日
本
で
も
い
の

ち
や
暮
ら
し
、
民
主
主
義
の

観
点
か
ら
も
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
い

ら
な
い
！
」
と
声
を
上
げ
続

け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
地

元
選
出
議
員
な
ど
へ
の
働
き

か
け
も
強
め
ま
し
ょ
う
。

そうだったのか？TPP 検索 へ詳しくは

す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

再
来
年
の
Ｋ
’ｓ（
開
催
地
は

ま
だ
未
定
！
）
に
む
け
て
総

括
を
行
い
、
次
も
青
年
の
力

と
な
る
集
会
に
な
る
よ
う
邁

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
忙
し
い
勤
務
の
な
か
、

Ｋ
’ｓ
に
参
加
さ
れ
た
青
年

の
み
な
さ
ん
、
青
年
を
送
り

出
し
て
く
れ
た
職
場
の
方
々
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

埼
玉
の
青
年
を

励
ま
そ
う

　

今
年
１
月
に
埼
玉
厚
生
連

２
病
院
の
民
間
譲
渡
が
発
表

さ
れ
、
埼
玉
で
の
青
年
集
会

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、

「
埼
玉
の
青
年
を
励
ま
そ
う
」

と
青
年
委
員
会
で
企
画
・
運

営
を
行
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
埼
玉
か
ら
譲

渡
の
経
過
報
告
が
あ
り
、
譲

渡
先
と
厚
生
連
と
の
賃
金
・

労
働
条
件
の
違
い
に
、
参
加

者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

組
合
知
る

き
っ
か
け
に

　

初
日
に
行
な
っ
た
脱
出
ゲ

ー
ム
で
は
問
題
や
ヒ
ン
ト
を

頼
り
に
「
ベ
ア
」
や
「
増
員
」

を
目
指
し
、
時
に
は
青
年
委

員
扮
す
る
院
長
ら
と
交
渉
す

る
場
面
も
。
初
め
て
会
っ
た

班
員
同
士
で
も
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
発
揮
し
、
無
事
す
べ
て

の
班
が
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
組
合
が
何

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
か

分
か
り
や
す
か
っ
た
」
と
い

っ
た
声
も
多
く
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
最
終
日
は
松
尾
書
記

長
に
よ
る
組
合
の
歴
史
・
共

済
に
つ
い
て
の
学
習
講
演
と
、

「
組
合
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
〜

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
〜
」

を
テ
ー
マ
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
を
行
な
い
ま
し
た
。
発

表
は
プ
レ
ゼ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

と
し
、
青
年
の
目
線
か
ら
見

た
組
合
の
大
切
さ
、
職
場
を

良
く
し
た
い
と
い
う
熱
い
主

張
が
ポ
ス
タ
ー
や
時
に
は
歌

も
使
っ
て
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

「
Ｋ
’ｓ
で
出
会
っ
た
仲
間
と

ま
た
ど
こ
か
で
会
え
る
よ
う

に
、
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場

に
し
て
い
こ
う
」
と
い
っ
た

青
年
の
力
強
い
言
葉
が
参
加

者
の
胸
に
残
っ
た
の
で
は
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。

青
年
の
力
つ
な
げ
て

　

Ｋ
’ｓ
埼
玉
で
は
議
論
を

重
ね
、
夜
祭
や
脱
出
ゲ
ー
ム

な
ど
新
た
な
試
み
に
挑
戦
し
、

青
年
委
員
会
も
ひ
と
つ
成
長

　
安
倍
政
権
は
、
11
月
10
日
、
衆
議
院
本
会
議
で
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
承
認
案
」
と
関
連
法
案
を
民
進
党
な

ど
が
欠
席
、共
産
党
が
反
対
す
る
中
で
、採
決
を
強
行
し
ま
し
た
。前
日
に
は
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
で
、

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
の
離
脱
」
を
掲
げ
る
ト
ラ
ン
プ
勝
利
が
確
定
す
る
と
い
う
状
況
の
中
で
、
日
本
が
な

ぜ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
推
進
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
の
か
、
多
く
の
疑
問
や
反
対
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

国
民
の
不
安
に
応
え
ず
、誰
の
た
め
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
の
か

Ｔ
Ｐ
Ｐ
批
准
、な
ぜ
急
ぐ
？

Ｔ
Ｐ
Ｐ
批
准
、な
ぜ
急
ぐ
？

ル
ー
ル
無
視
し
た
強
行
採
決

批
准
ス
ト
ッ
プ
で
き
る
の
？

　10月21日～23日、埼玉・新都心
で青年集会「K’s station in埼玉」を
15県76名で開催しました。
　Ｋ’ｓ埼玉では青年同士の交流を
深めるなかにも、平和学習や、働き
方・労働組合について学べるクイズ
やゲームを取り入れました。

K’s station in埼玉

埼玉の青年から譲渡の経過報告

川越・喜多院にて、みんなでピース

寒さを吹き飛ばす楽しさ！ラフティング

お昼はバーベキューでわいわい

本音で語ったグループワーク発表

脱出ゲームの課題で署名要請中！

埼玉平和資料館の見学

夜祭、練習した成果が
光るダンス 汗と笑顔がキラリ☆夜祭後

「続　そうだったのか？ TPP24の疑問」より
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当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
10
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
９
月
号
の
答
え
：
ウ
マ
コ
ユ
ル
）

締め切り：２０１６年12月末日　消印有効
あて先：〒110－0013　東京都台東区入谷１－９－５－６F　全厚労　ニュース係

　リハビリテーション中
伊豆温泉病院にて作業療
法士をしております。
　我が家は妻と娘と息子
の４人暮らしで日々育児
に追われております。夫
も育児に参加する時代と
なってきており、夫婦共
働き家庭も珍しくはあり
ません。そんな中、子育て世代が働きやすい環境作りを目指し、組合活
動を行っております。先日、静岡県清水区にあります、三保園ホテルに
て新人研修会が開催されました。私も教宣部として参加し、新人さん達
の仕事に対する熱意を感じることができました。この熱意を忘れずに今
後もリハビリテーションに従事したいと考えております。

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第115回は福島と静岡にお願い
しました。

頑張る仲間

　坂下厚生総合病院で看護師をして
いる福厚労中央執行委員の菅野真美
（かんのますみ）です。
　36年に一度の五黄の寅（ごおうの
とら）生まれです。
　音楽が好きで、ジャンル問わずい
ろんなアーティストのライブに行っ
ています。
　特技は人より多く食べることです。

　組合を通して、組織としての活動や権利の大切さを学ぶだけではなく、
同県他県の多くの方と出会える事に感謝しています。これからも様々な
出会いにより多くを学び吸収し、私の財産にしていきたいと思っていま
すので、どこかでお会いすることがあればよろしくお願いします。

静岡　内田  岳さん

福島　菅野真美さん

　

２
０
１
６
年
の
振
り
返
り
を
し
て

み
よ
う
と
思
い
ま
す
☆
２
０
１
６
年

は
譲
渡
、Ｋ,
ｓ 

ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

開
催
と
色
々
あ
り
ま
し
た
。
な
ん
と

か
無
事
に
Ｋ,
ｓ
も
終
わ
り
ホ
ッ
と

し
て
ま
す
。
２
０
１
７
年
も
引
き
続

き
頑
張
り
ま
す
！            

（
埼
玉
）

―
―
埼
玉
の
奮
闘
に
は
頭
が
下
が
り

ま
す
。
全
国
の
仲
間
の
連
帯
と

応
援
も
後
押
し
で
き
た
の
で
は

と
思
い
ま
す
。
来
年
も
一
緒
に

団
結
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！！

（
Ｙ
Ｍ
）

　

年
１
回
の
大
会
お
疲
れ
様
で
す
。

今
回
、
ニ
ュ
ー
ス
が
届
く
の
が
遅
か

っ
た
の
で
す
ね
。
パ
ズ
ル
を
解
く
の

が
好
き
な
の
で
毎
月
が
待
ち
遠
し
い

で
す
。                          

（
広
島
）

―
―
ニ
ュ
ー
ス
が
遅
れ
て
申
し
訳
な

い
で
す
。
楽
し
み
に
待
っ
て
い
て

く
れ
る
読
者
の
為
に
、
いっ
そ
う

良
い
記
事
を
届
け
ら
れ
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
。      （
Ｏ
Ｋ
）

　

先
日
、
ハ
ワ
イ
へ
新
婚
旅
行
に
行

っ
て
来
ま
し
た
。
青
い
空
、
青
い
海

を
満
喫
で
き
て
最
高
の
旅
行
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
ハ
ワ
イ
の
気
温

は
約
30
℃
、
帰
っ
て
来
た
関
西
空
港

は
な
ん
と
13
℃
。
行
く
時
は
そ
ん
な

に
寒
く
感
じ
な
か
っ
た
の
に…

。
寒

く
な
っ
た
の
で
体
調
に
は
気
を
つ
け

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。　
（
徳
島
）

―
―
新
婚
旅
行
に
ハ
ワ
イ
！
！
！
ス

テ
キ
で
す
ね
☆
☆
私
は
、
新
婚

旅
行
に
行
け
な
か
っ
た
の
で
、

羨
ま
し
い
で
す
！！
め
っ
き
り
寒

く
な
り
ま
し
た
ね
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
も
ち
ら
ほ
ら
流
行
っ
て

き
て
い
る
の
で
、
体
調
管
理
に

は
気
を
つ
け
た
い
で
す
ね
。

（
Ｓ
Ｎ
）

　

第
64
回
定
期
大
会
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
色
々

お
話
が
で
き
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。
来
年
も
参
加
で
き
る
と
い

い
な
と
思
い
ま
す
。           

（
秋
田
）

―
―
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
る
大
会

は
そ
の
土
地
土
地
の
暖
か
み
が

感
じ
ら
れ
ま
す
よ
ね
。
書
記
局

で
は
厚
生
連
を
巡
る
旅
を
し
て

き
ま
し
た
。          

　（
Ｍ
Ｔ
）

　新年号にむけ“平和を感じる”本、映画、音楽、スポッ
ト…などなど皆さんの「平和を感じる○○」の紹介を募
集しています。
　例えば…「映画『ミックマッ
ク』がおすすめです。『アメリ』
の監督ならではの洒落っ気と風
変わりな人物が巨大軍需産業に
復讐するコメディです。キュー
トで笑えますが反戦と平和が軸
になっています」…などなど。
　募集締め切りは12月10日ま
で、投稿者にはもれなくプレゼ
ントあり。

スマホからのクロスワードパズルと
読者の声への応募も募集しています。

聞かせて・教えて！のコーナー聞かせて・教えて！のコーナー
　さて、とても寒くなりいよいよ今年も終わろうとしていますが、
皆さんやり残したことはありませんか？
　今回の「聞かせて・教えて！」は、8月号で募集した「天皇の『生
前退位』について、どう思いますか？」で寄せられた意見を紹
介いたします。
●選んだ選択肢はＡ「認めるべき」：天皇陛下の意見を尊重する
事と、年齢を考えれば本当に大変だと思うから。（三重：Ｈ・Ｈ
さん）
●選んだ選択肢はＡ「認めるべき」：私は生前退位の選択肢はあ
っていいと思います。陛下のご意向に沿えることが一番いい
と思いました。（徳島：Ａ・Ｉさん）
　お二人にはご希望商品をお送りします。今号の「聞かせて・
教えて！」は「平和を感じる○○」です。おはがき、投稿サイ
トでのご意見・ご要望お待ちしております。

☆おハガキ、投稿サイト（ご意見・ご要望）からお待ちしております☆

「平和を感じる○○」「平和を感じる○○」「平和を感じる○○」大募集
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